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【市民からの提案内容】 

①街並みと調和した護岸の補修（修景） 

→盛岡の玄関口にふさわしく、街並みとの調和に配慮し、石張りではなく石積護岸を望みます。 

→パラペットは、できるだけ低く、薄くすることで、堤防天端から北上川を望むことができるような構造を

検討してください。 

→パラペットをコンクリートとした場合は、表面処理や色彩に配慮して、護岸との調和に努めてください。 

②、③まちと川を結ぶアクセス整備 

→御蔵前付近にある急勾配の階段を改良し、安全に水辺に降りられる階段の整備を望みます。 

→中津川から御蔵まで結ぶ遊歩道の整備を望みます。その際、できる限りスロープにするなど、だれ

もが利用しやすい構造となるように検討してください。 

資料２ 

かわまちづくりに対する市民から
の提案より 

① 

盛岡商工会議所会館 

(スタート・ゴール) 

② 

③ 

護岸新設区間 

護岸 

補修区間 

新山河岸 

・中州は大きくなりすぎているので、かつての流れを

感じられるように一部掘削、繁茂した樹林の伐採等

の管理について適切な措置を講じてください。 

・中州を保全する場合は、子供が安全に環境学習でき

る場として活用することを望みます。 

・新山河岸は北上川の舟運の起点とし

て歴史的な意義のある重要拠点で

あることから、昔の面影を残すよう

な整備を望みます。 

・新山船橋の再現を望みます

が、イベントなどで渡れるよ

うな取り組みを検討してい

きます。 

・鉈屋町・大慈寺地区の歴史街並づくりと連携

し、盛岡市の観光資源として水辺と一体的な

まちづくりを目指してください。 

新山船橋 

中 州 


